
の理念

私たちは、良質な医療の提供を通して、患者さんの健康を支え、地域社会に貢献します

●丁寧な説明に努めます　●自己研鑽に励みます　●職員同士協力し合います

私たち職員は、理念を実現するため最善を尽くします
病院は、職員の働きやすい環境を積極的に提供します
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面会制限終了のお知らせ
　インフルエンザ・感染症胃腸炎等の院内感染防止のために実施していた面会制限
について平成 30 年３月 31 日をもって、終了とさせていただきます。
　院内感染防止に御協力いただき、ありがとうございました。

　引き続き
　 ・ 病院内に入るときのての消毒
　 ・ 咳の出る方のマスク着用　　 　　をお願いいたします。

＊ご不明な点は、病棟スタッフにお尋ねください。

　３月 10 日幕張メッセにおいて機構主催の就

職説明会に参加してきました。

　例年は４月の平日に開催されていましたが、

今年は土曜日に開催し機構附属の学生だけでな

く、一般の学生も参加できるようになりました。

　参加者は機構附属の学生が 423 名、一般 46

名参加があり、当院の特徴である重症心身障害

医療、地域母子医療センター、スポーツ・膝疾

患センター等の特徴を伝えてきました。

　「先輩教えてコーナー」では当院の２年目の大

幡さんが助産師業務を通して仕事のやりがいや

休日の過ごし方を話してくれました。

　何より今年は当院のスタッフがデザインした

のぼりが作られました。山梨らしさが表現され

ていて、甲府病院をいつもよりアピールするこ

とができました。

副看護部長　山下　美枝子

看 護 部 だ よ り

第12回　関東信越グループ看護学生フォーラムに参加して
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通信 
・ 

療育指導室　保育士　藤巻　靖子

新しい職員の紹介

　これまでの多機能型から生活介護事業を単独事業として独立させ４月から新たに「ひだまり」として定員を拡
大し運営していくこととなりました。
　『暖かい場所にたくさんの人が集まるような通所を。』との思いを込めてネーミングされました。どうぞよろし
くお願い致します。
　また「ひまわり」も児童発達・放課後等デイサービスの多機能型として、ますますパワーアップし元気いっぱ
い笑顔の絶えない通所にしていきたいと思います！
　「ひだまり」・「ひまわり」ともにこれからも利用者一人ひとりを大切に、療育活動、生活支援に携わっていき
たいと思っております。
　ご不明な点がございましたら職員までお声かけください。
　今後とも「ひだまり＆ひまわり」をよろしくお願い致します

◎ 3月を持ちまして通所支援事業所の管理責任者の石
田光主任児童指導員は４月よりさいがた医療センター
へ転勤となりました。４月より療育指導室長となって
皆様を癒やしてくれることでしょう (*^-^*)
◎佐野ひさ美看護師は、定年退職となりました。授業
終了後の事業立ち上げからひまわりの母のように暖く
見守ってくださいました。長い間お疲れ様でした。

通所支援事業　ひだまり・ひまわり　問い合わせ先
ご相談：055-240-6217( 直通 )　　
ご予約：055-253-6131( 代表 )
　　　　　　医事入院係　(内線　2138)

☆療育活動予定につきましては、ひまわり・
ひだまり共に同じ内容で進めていきますが、
年齢にあった支援をモットーにねらいを定
め活動を進めて行きます！たくさん楽しん
でください (*^ ▽ ^*)

次号は療育活動風景など
お知らせしていきます！

佐野看護師・西島看護師・小澤看護師

☆新しく３名の看護師と 2名の保育士・主任児童指導員１名が加わりました。
　新体制の元頑張りたいと思います。よろしくお願い致します！

内田保育士・齊藤主任児童指導員・野田保育士
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退 職 者 ご 挨 拶

	 （前）外来看護師長
	 岩下　美代子
	 （いわした　みよこ）

定年を迎えて

　昭和 54年４月に新人看護師としてスタートし、い
つの間にか39年が経ちました。今になってみるとあっ
という間の 39 年にも感じられます。甲府病院には、
看護師６年目の昭和 59年６月に採用され、西甲府病
院への転勤と統合を経て現在にいたりました。その間、
いろいろな人とのエピソードがあり、また、その方々
に支えられて看護の道を歩むことができ、定年を迎え
ることができました。多くの人との出会いは、私にとっ
て大切な財産になりました。
　今後は病院から離れ生活の場である地域で、何か私
にできることを探したいと思います。そして、これま
での経験を活かして何かお手伝いできたらと思いま
す。
　長い間お世話になりありがとうございました。

	 （前）７病棟看護師
	 塚越　君江
	 （つかこし　きみえ）

　看護の道をめざし、看護学校に入学・卒業を経て看
護師としてスタートしたのは産婦人科の医院でした。
そこでは７年間で生命の誕生という神秘的な体験を学
びました。その後国立病院の外科、内科、整形外科、
泌尿器科、産婦人科、小児科、重心に勤務して多くの
患者様と出会い、病気を知ることで人間関係の大切さ
を学びとることもできました。
　当院では、10 年、20 年があっという間に過ぎ 40
年看護師をして定年となりましたが、実感がありませ
ん。上司、諸先輩、同僚、患者さんや家族の方々に支
えられながら無事定年を迎えられることに感謝しま
す。

	 （前）２病棟助産師
	 田中　恵子
	 （たなか　けいこ）

定年退職を迎え思うこと

　入職し 15年が経ち、この３月で定年退職となりま
す。母性実習で出産を見学し女性の美しさと強さ、生
命の誕生に感動し、助産師を目指した私が生涯一助産
師として分娩に携わることができたことは、大変感慨
深いものです。医学の進歩の中、周産期医療も大きく
変化しています。助産師の専門性、自立した助産実践
を求められている今、私もアドバンス助産師の認証を
受けました。お産は正常と異常が常に裏腹です。その
緊張感と責任は体力的にも精神的にも大変ですが、喜
んでもらえるお産を成し遂げ、元気な子の鳴き声に安
堵と感動を毎回覚えます。
　日々の経験を大切にし、安心安全な出産を支え頑
張ってきました。頑張り、充実した仕事ができたこと
は先生、スタッフ、それにこれまで出会った妊婦の皆
様のお蔭だと思っています。これまで支えて頂き本当
にありがとうございました。

	 （前）８病棟看護師
	 平賀　芳美
	 （ひらが　よしみ）

　平成 12 年西甲府病院に就職し、平成 16 年甲府病
院と統合、重症心身障害児（者）看護は高齢化、重症
化により変化の一途を辿ってきました。就職して 18
年、今思えば走馬灯のように早い年月でした。重症心
身障害児（者）看護に携わり沢山の事を学ばせていた
だきました。
　患者様の澄んだ目、笑顔に癒され、皆さんに助けら
れ無事過ごす事ができました。感謝の気持ちで一杯で
す。これからも健康に留意し、新たな気持ちで自分な
りの人生を歩んで行きたいと思います。ありがとうご
ざいました。
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２月 17日 （土） に

「減塩と糖尿病

～食べながら学ぶ公開講座～」　

と題して糖尿病教室お食事会を開催しました。

糖尿病教室は例年 11 月 ・ 2 月頃の開催を予定しています。

一緒に美味しく学びましょう。

多数の方のご参加をお待ちしています！

当日は定員が３０名のところ、 29 名の方に申し込んでいただき、 満員に近い

形で開催することが出来ました。 食事のことはもちろん、 医師や栄養士など

による食事前の講演や食後の運動、 血糖測定など、 今回も参加していただい

た皆様方に満足していただくことが出来ました。

糖尿病教室お食事会
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平成 29 年度一日平均患者数

入　院

外　来

※年間累計は４月１日現在（小数点以下第 2 位は四捨五入）

※年間累計は４月１日現在（小数点以下第 2 位は四捨五入）

種別 
月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 累計

一　般 92.9 91.2 90.4 95.6 96.8 105.5 103.1 108.3 97.8 109.5 112.2 101.9 100.4

重　心 127.1 128.2 127.3 127.5 127.2 127.2 126.7 126.4 126.2 126.3 126.3 126.6 126.9

計 220.0 219.4 217.7 223.1 224.0 232.7 229.8 234.7 224.0 235.8 238.5 228.5 227.4

月　別
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 累計

276.7 294.8 273.7 301.8 294.6 295.7 292.9 297.1 308.2 312.1 297.2 302.0 295.6

警察署からの感謝状贈呈について
（前）管理課長　飯島　博志

　当院では、本年２月１日に甲府警察署、２月 15日に南甲府警察署から各々感謝状の贈呈を受けました。甲府
警察署からは当院のＡｉ（死亡時画像診断）への協力、南甲府警察署からは警察署業務運営への協力による安全
で安心な地域づくりへの貢献から昨年に続き授与されたものです。大変光栄なことと感謝するとともに、今後も
引き続き当院の理念である「私たちは、良質な医療の提供を通して、患者さんの健康を支え、地域社会に貢献し
ます」の実践に努めていく所存です。

甲府警察署感謝状贈呈式の様子

南甲府警察署感謝状贈呈式の様子

甲府警察署より頂いた感謝状

南甲府警察署より頂いた感謝状
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【第１部】（１１：００～１３：００）

・お薬相談（薬剤科）

・栄養相談（栄養科）

・糖尿病相談（看護部）

・インボディ測定（リハビリ科）

【第２部】（１３：００～１５：００）

・骨密度測定（放射線科）

・物忘れ相談プログラム（検査科）

・育児相談（看護部）

・製作（療育指導室）

・インボディ測定（リハビリ科）

☆インボディ：骨量・筋肉量・ＩＢＭ測定

主催：独立行政法人国立病院機構 甲府病院

企画内容

５月１２日
は

看護の日です

場所：ラザウォーク甲斐双葉2階
日程：平成30年5月12日（土）
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月 火 水 木 金

一
階
診
察
室

消 化 器 内 科 診察室 髙 岡
（受付は 10：30 まで）

稲 岡 鈴 木（ 雄 ）
（受付は 10：30 まで）

稲 岡

消 化 器 外 科

診察室 1 鈴 木（ 哲 ） 鈴 木（ 哲 ） 鈴 木（ 哲 ） 第１・３・５週　鈴木（哲）
第２・４週　　　浅川

診察室 2 浅 川 浅 川 土 屋 土 屋
診察室 3 牧（第２週のみ）

（
五
階
）

化
学
療
法

診察室１ 鈴 木（ 哲 ）

診察室２ 浅 川

内 科

診察室 3 樋 口 中 尾

診察室 4 黒 澤
予約のみ 黒 澤 黒 澤 黒 澤

診察室 5 樋 口 古 屋（ 直 ） 古 屋（ 直 ） 樋 口 辰 野（ 百 ）

診察室 6 樋 口

循 環 器 内 科 診察室 6 薬 袋 中 村（ 貴 ）

呼 吸 器 内 科 診察室 3・6 （午後）　曽我美
（診療室６）

星野（診療室３）
（受付は 10：30 まで）

神 経 内 科 診察室 7 太 田（ 恵 ） 太 田（ 恵 ）

脳 神 経 外 科
診察室 8 長 沼 長 沼 長 沼 長 沼 長 沼

診察室  9 （共用） 大 学 医 師

皮 膚 科 診察室  9 （共用） 川 村
（受付は 10：30 まで）

整 形 外 科 診察室 10 整 形 外 科 整 形 外 科 整 形 外 科 整 形 外 科

整形外科
（スポーツ・膝疾患治療センター）

1
午前 萩 野 古 屋 萩 野 齋 藤

午後 第１・３・５週　小児外来
若　生

2
午前 齋 藤 千 賀 千 賀 古 屋 千 賀

午後 脊椎外来　小田

3 午前 落 合 落 合 落 合
4 午前 山 下 山 下 佐 藤 山 下 佐 藤
5 午前 装 具 外 来 装 具 外 来

二
階
診
察
室

検 査 室

内視鏡
午前（上部） 村 松
午後（下部） 白 勢

超音波
午前

腹部　検査科 腹部　検査科
腹部　検査科 腹部　検査科

心臓　検査科 心臓　検査科
午後

小 児 科

1 内 田 内 田 久 富 内 田 内 田

専門外来 1（午後・予約のみ） 後藤（腎） 久富・勝又
（フォローアップ・乳健）

予防接種
シナジス（冬季）

専門外来 2（午後・予約のみ） 勝又（循環器） 神経　中　村
専門外来 3（午後・予約のみ） 神経　神　谷 神経　中　村 神経　石　井 第１・３週　小野（摂食）

産婦人科
1

午前 滝 澤 雨 宮 朝 田 雨 宮 滝 澤

午後（予約のみ） 出生前遺伝
カウンセリング外来

2（予約のみ） 雨 宮 朝 田 大 学 医 師 滝 澤 朝 田

眼 科 古屋（敏）
予約のみ 古 屋（ 敏 ） 古 屋（ 敏 ） 古 屋（ 敏 ）

泌 尿 器 科（ 予 約 の み ） 大学医師
奇数週

耳 鼻 咽 喉 科 矢 崎

外 来 医 師 担 当 表 平成 30年４月１日現在
　　…女性医師等

7

特殊外来ご案内 ◇ 平成 31 年度  職員採用試験案内 ◇
看護師・助産師・看護助手の採用試験（パート）は随時行っています。
申し込み方法

連絡先 国立病院機構甲府病院　庶務係長
TEL：055－253－6131　FAX：055－251－5597

＊下記の電話番号に（平日８：30～17：15）直接ご連絡下さい。

編集後記
　厳しい寒さも和らぎ、暖かい春がやってきました。春といえばお花見の時期です

ね。皆さんはもうお花見には行かれましたか？　他にもエイプリルフールやゴールデ

ンウィーク、母の日などのイベントが盛りだくさんです。しかし季節の変わり目でも

あります。春を満喫するためにも体調を崩さないよう心がけましょう。 

（編集担当 H）

●受付時間　初診/午前8時30分～午前11時00分　再診/午前8時20分～午前11時00分（再診で予約を取られている方は予約時間まで）
　（※水・金曜日午後呼吸器内科の受付時間は13：00～15：30です(診察13：00～16：00)）

助産師・看護師による専門外来のご案内
●母乳外来（月～金曜日）　●フットケア（月～金曜日）　●育児相談（月～金曜日）　（※事前の電話予約をお願いいたします）

●小児科　専門外来 ●予防接種(小児科)　毎週木曜日 ●出生前遺伝カウンセリング外来
●乳児健診　毎週 火・金曜日  ●脳ドック　毎週 月・火曜日午後 　毎週月曜日
●毎月第４金曜日　糖尿病教室　黒澤医師   

作 品 募 集
「てんじん」に掲載する写真等の作品を募集しています。

★宛先　国立病院機構甲府病院　経営企画係　常盤
e-mail:tokiwa-k@nhokoufu.hosp.go.jp

・ 「物忘れ外来」については、脳神経外科で行っています。
ご家族が「忘れることが多い」と気づいたら、受診され
ることをお勧めします。

※右記のものについ
ては事前の予約が
必要となります。

後藤・大山
（フォローアップ）


